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福岡市東区みどりが丘１－８－８ 

２月定例県議会 福岡県の活性化へ 論戦  

 

新興感染症への対応と高齢者対策について予算特別委員会 

現場発の声を知事に質問 予算特別委員会 地方創生について 

福岡県議会２月定例会は、3月 22日最終本会議で、2兆１，３２１億円の令和 6年度当初予算などを可

決、閉会しました。代表質問や一般質問では災害時の諸課題等について論戦を展開、県及び県教育委

員会、県警察本部の姿勢を質しました。私は予算特別委員会で、理事を務め、稲又、塩出、永島各議員

とともに質問に立ちました。 

 

問 若者世代が東京圏へ転入している理由は進

学と就職です。若者は働く「質」を求めています。

本県では地方創生に全庁挙げて取り組みを進めて

いますが、特に女性も含めた若い世代に福岡県が

選択される対策が重要であり、東京圏への流出に

歯止めをかけることにもつながります。地方創生に

今後どのようにどう取り組まれるのか。 

 

（知事） 地方創生の実現には、魅力ある雇用の場の創出、生活環境を向上させ、住みたいと思える街

づくり、女性が安心して仕事と生活を両立できることが重要。市町村と連携し取り組んでいく。 

問 再び新型コロナのようなパンデミックが発生した場合でも、速やかに医療提供体制や検査体制を立ち

上げること、特に高齢者対策が重要で、新型コロナで経験した医療機関の役割分担を踏まえた対応を引

き続き行うべきと考えるが如何ですか。 

 

答 新型コロナ対応では、入院患者が急増した際には、症状が改善した陽性患者の重点医療機関からの

転院先や、高齢者など慢性期の回復患者を受け入れる後方支援病院を確保し、受入要請を行うことで

病床のひっ迫を防ぐことができた。新興感染症対応においても同様に、医療機関の機能に応じた病床の

確保や調整が重要と考えており、今後、新型コロナ対応で高齢者を受け入れていただいた医療機関にも

協定締結をお願いし、円滑な受入体制の充実を図っていく。 

 

その他、介護分野の委託訓練についても質問。皆で団結し、実りある議会となりました。 

 

災害ケースマネジメントについて 一般質問 
プロフィール：大塚勝利（現 5期） 公明党福岡県議団幹事長   

県土整備委員会 創価高校卒（高校 3年甲子園出場）、創価大学卒、58歳 



 

災害ケースマネジメントについて 一般質問 

令和６年度予算に現場の声が盛り込まれました！ 

現場の声からの提案が予算化されました！ 

仙台市を視察し、被災者支援策である災害ケースマネジメントについて質問しました。（文責：大塚） 

（知事）災害ケースマネジメントは、訪問等のアウトリーチにより被災者一人ひとりの被災状況や健康、住ま

い、就労などの生活課題を把握し、必要に応じ専門的な能力を持つ団体等と連携しながら、被災者に対するき

め細かな支援を継続的に実施する取組である。 

今後、災害ケースマネジメントの特徴を活かした被災者支援を推進するため、市町村向けのマニュアル作成や

研修会を開催し、災害ケースマネジメントの実践に必要な知識やスキルの習得を図っていく。 

 
（新）将来の妊娠を考慮した思春期からの健康管理を支援 
プレコンセプションケアセンターを設置し、健やかな妊娠・出産や生まれてくる赤ちゃんの健康につなが

るよう、助産師と産婦人科医が不妊や性感染症など、性と健康に関する正しい知識を相談支援や研修

会により発信する。（R５年２月に質問） 

 

（新）ママと女性の就業支援センターの設置 

子育て中、非正規・休職中の女性を支援対象とした、正規雇用を目指す新しいセンターを設置し、女

性の更なる活躍を推進する。（R５年６月に質問） 

 

（新）「育児中の柔軟な働き方」に関する調査 

育児休業取得率・期間（男女別）、仕事と育児を両立させる勤務制度の導入状況と効果、行政への要

望等を調査（R５年６月に質問） 

 

（新）強度行動障がいのある人の支援体制を整備 

強度行動障がいのある人を受け入れるグループホームの拡大を図る為、支援方法に係る助言等を行

う社会福祉士を「発達障がい者（児）支援センター（福岡地域）」に配置するとともに、グループホームの

中堅職員を対象に実地研修を実施。（R５年２月議会に質問） 

 

（新）こども意見表明支援センターを配置（R３年２月に質問）、（新）重度障がい・精神障がいのある人のた

めの短時間業務の開拓（R４年９月に質問）等が予算化されました。 

 

（写真）日常活動から 

人口減少・少子化対策、災害対策、 

感染症対策度等課題が山積してい

ます。私の信条は現場主義です。 

皆様からの声を県議会での質問や

国会議員につなぎ、お答えしてまい

ります。 

 


